
 

 

 

第３７回東日本中学校ラグビーフットボール大会実施要項 

 
１ 主  催   関東ラグビーフットボール協会 

 

２  主  管     関東ラグビーフットボール協会普及育成委員会 中学校部門 
茨城県ラグビーフットボール協会 普及育成委員会 中学校小委員会 
神奈川県ラグビーフットボール協会 普及育成委員会 中学担当 

         東京都ラグビーフットボール協会・中学校委員会   
３ 後  援   日本ラグビーフットボール協会 
４ 期  日    平成２９年１１月１２日(日)   埼玉県熊谷ラグビー場Ｃ・東京都成蹊大学 
  日  程             １１月１９日(日)   神奈川県    保土ヶ谷競技場 
                           １２月２２日(金)    東京都江戸川区 江戸川区陸上競技場 

                           １２月２４日(日)    東京都大田区  東京ガス大森Ｇ 

                            

１１月１２日（日） 
           代表者打ち合わせ ９:３０～  各会場 
               （参加費・大会申し込み原本・メンバー表提出）※東北代表チームは準決勝時に提出 

         競  技 

                     第１日目 １１月１２日(日) １１：００ ～ １５：００ 

                     第２日目 １１月１９日(日) １２：００ ～ １５：００ 
                     第３日目 １２月２２日(金) １２：３０ ～ １４：３０ 
                     第４日目 １２月２４日(日)  １１：００ ～ １３：００ 

レセプションセレモニー（準決勝に進出した４チーム） 

１２月２２日(金) １０：３０～  江戸川陸上競技場 
表彰式   １２月２４日(日) 各試合終了後 

                  

５ 会  場     東京ガス大森グランド                東京都大田区 

         江戸川区陸上競技場           東京都江戸川区 

                 保土ヶ谷競技場           神奈川県横浜市保土ヶ谷区 

         熊谷ラグビー場Ｃ          埼玉県熊谷市 

         成蹊大学グランド          東京都武蔵野市 

６ 競技規則     ①日本ラグビーフットボール協会制定 2016～2017 年 競技規則、ジュニアラグ 
          ビーの競技規則に準ずる。 

②試合時間は２０分ハーフとする。気温によっては、ウォーターブレイクを導入す 
る（本部の判断）又、雷については、試合を中断する。 

                 ③シンビンの一時的退場時間は５分間とする。 
④スクラムの組み方については、特に現行ルールを遵守すること。 
 

７ 競技方法     ①１６チームのトーナメント制で優勝チームを決定する。３位決定戦を行う。 
         ②試合時間は２０分ハーフとする。 
                 ③時間内に勝敗がつかない場合は、次戦進出権を次のように決定する。トライ数の多

いチーム。トライ数が同じ場合はゴール数の多いチーム。それも同じ場合は抽選と          

する。決勝戦、３位決定戦においては、双方優勝、３位とする。 
 
８ 参加資格     ①参加チーム及び選手は、日本ラグビーフットボール協会にチーム登録及び個人登録          

がなされていること。 
         ②中学校に所属し、学校長が参加を承認した生徒であること。  
         ③選手は本大会には「当該主たる活動チーム」から参加していること。 
         ④エージ制（中学２・３年）の選手であること。 

 
９ 表  彰     ①優勝チームには、優勝旗を授与する。 
                 ②優勝・準優勝・３位のチームには、賞状及びトロフィーを授与する 
 
 
 

 



 

 

 

10 参加制限    ①１チームは、監督１名・コーチ１名・選手２５名以内で編成する。 

                 ②各試合ごとの選手出場者は２２名以内として、試合ごとにメンバー表を本部に提          

出する。 
         ③各都県の選出区分は次の通りとおりとする 
                    北海道・東北地区（４） 東京都（４） 埼玉県（３） 
          神奈川県（３） 茨城県・千葉県（１） 山梨県・長野県・新潟県（１）   

 

11 参加手続      所定の書類を当該学校長の責任において、平成 29 年 11 月 12 日（日）代表者会議         
で申し込むこと（原本は支部協会長を通し、協会印を押印した物を受付で提出） 

          ※プログラム作成上、10月 24 日(火)まで、下記にメールで提出すること 
          ※申込書類は下記参照 

國學院久我山中学校 山田 諭 宛 E-MAIL yamada@pnw.to 
                                                          

                  ①申込書類    ア 参加申込書１通 

                                  イ ジャージ調査書 

                 ウ 集合写真    ※すべてメールにて山田先生に送付 

                  参加申込書に押印してある原本は大会 1 日目に受付で提出 

         ②登録変更は、代表者会議開始までに受付に所定の用紙を提出し、本部の承認を          

受けること。発表は代表者会議で行う。 

 
12 参 加 料   ①大会参加料は１チーム 15,000 円とし、代表者会議の席上に持参すること。 
 
13 交 通 費    ①宿泊・交通費については、参加チームの負担とする 
           ※準決勝に進出したチームで、遠方より参加する場合には補助する。 

 

14 組 合 せ   ①日時    平成２９年７月２８日(金)１３：００～ 

                  ②場所    全国ジュニアラグビー大会関東地区予選代表者会議にて 

                  ③実行委員会委員による責任抽選 

 

15 代表者会議  ①日時    平成２９年１１月１２日（日）９：３０～  

                  ②場所    各会場 

                  ③出席者    大会役員・各都県代表者 （参加チーム代表者） 

         参加チームは代表者会議に参加することが望ましいが、試合時間を考慮し、各都県代

表者が必ず 1名参加し、各校に確実に伝達すること。  

          ※東北・北海道代表チームは、参加する必要はない。 

16 参加上の注意  ①参加チームの選手は、必ず引率責任者（教諭）によって引率される。また、チーム
指導責任者は、有コーチ資格者(ｽﾀｰﾄｺｰﾁ以上の資格)であること。 

         ②準決勝に進出したチームは部旗、又は校旗（代用旗）を持参すること 
                  ③参加チームは、セカンドジャージを用意すること 
         ④ウォーターボーイ、ボールボーイは当該チームから出す。 

(決勝、３決の東京ガス会場は東京都からボールボーイを出す) 
         ⑥競技中の疾病・負傷などの応急処置は主催者側が行う（保険証を持参） 
                  ⑦試合中に発生した疾病・負傷などの医療費その他の経費は、当該チームの 

           負担とする。ただし、主催においては特に必要と認めた場合は、その一部を 
                    補助することがある。 

⑧準決勝参加チームは、レセプションセレモニーを行う。 
⑨緊急病院  各会場責任者の指示に従う。  

17 問い合わせ 

       主催者本部  

          ◇関東ラグビーフットボール協会 

             東京都港区北青山２－８－３５ TEL 03-3423-4421 

          普及育成委員会   委員長  大山 文雄 

                 中学校部門長  土屋謙太郎 


